
 

 
西
国
街
道
を
歩
き
ま
せ
ん
か
（
７
） 

【
第
12
回
】

　

県
道
１
５
１
号
府
中
海
田
線
の

永
田
交
差
点
か
ら
直
進
し
て
来
た

道
は
恵
比
寿
神
社
の
前
で
大
き
く

左
に
曲
が
り
ま
す
。
こ
の
曲
が
り

角
は
『
芸
藩
通
志
府
中
村
図
』
や

『
中ち
ゅ
う
ご
く
こ
う
て
い
き

国
行
程
記
』
の
図
で
も
同
様
の

角
度
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の

人
に
と
っ
て
も
印
象
深
い
曲
が
り
角

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
辺
り
は
昭
和
52
（
１
９
７

７
）
年
の
住
居
表
示
が
行
わ
れ
る
ま

で
、
浜
田
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

か
つ
て
の
海
岸
線
は
も
っ
と
山
側
で
、

地ち
さ
き先
の
浜
地
を
埋
め
立
て
た
の
で
こ

の
地
名
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
曲
が
り
角
付
近
は
三さ
ん
げ
ん
や
軒
屋

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代

初
期
に
浜
田
屋
な
ど
大
き
な
家
が
三

軒
あ
っ
た
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
中
国
行
程
記
』
で
は
、
一
面
の
田
の

中
で
、
街
道
沿
い
の
こ
の
一
角
だ
け

に
家
並
み
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
直

進
し
て
や
ま
さ
か
薬
局
を
過
ぎ
、
浜

田
本
町
３
番
の
信
号
を
越
え
る
と
、

道
幅
が
狭
く
な
り
ま
す
。
広
島
藩
は

寛
永
10
（
１
６
３
３
）
年
に
西
国
街

道
の
道
幅
を
二
間
半
（
約
４
・
５
ｍ
）

と
し
ま
し
た
。
こ
の
辺
り
は
、
か
つ

て
の
西
国
街
道
の
道
幅
を
伝
え
て
い

る
場
所
と
言
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
進
む
と
、
右
側
に
大
通
会

館
が
あ
り
ま
す
。
大
通
と
い
う
地
名

は
、
昭
和
55
（
１
９
８
０
）
年
の
新

幹
線
開
通
に
よ
り
高
架
下
の
道
路
が

府
中
一
の
大
通
り
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
付
い
た
新
し
い
地
名
で
す
。
大
通

は
か
つ
て
の
茂
陰
の
一
部
・
入い
り
川か
わ
・

三み
す
み角
と
呼
ば
れ
た
地
域
で
す
。
さ
ら

に
進
む
と
茂
陰
ト
ン
ネ
ル
か
ら
町
役

場
に
向
か
う
県
道
２
７
２
号
上
宮
町

新
地
線
に
出
ま
す
。
横
切
り
直
進
す

る
と
目
の
前
が
府
中
大
橋
で
す
。『
芸

藩
通
志
』
で
は
、
こ
の
辺
り
は
「
大お
お

堤ど
て
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時

代
初
期
に
干
拓
さ
れ
た
茂
景
（
陰
）

新
開
の
大
堤
に
ち
な
ん
だ
地
名
で
す
。

府
中
大
川
に
面
し
て
大
堤
を
築
き
、

内
部
の
湿
地
を
埋
め
立
て
た
の
で

し
ょ
う
。
享
保
９
（
１
７
２
４
）
年

の
『
安
芸
郡
府
中
村
差さ
し
だ
し
ち
ょ
う

出
帳
』
で
は

「
茂
陰
新
開　

面
積
13
町
３
反
８
畝
」

と
あ
り
ま
す
。
約
13
万
平
方
メ
ー
ト

ル
で
、
茂
陰
・
浜
田
の
多
く
が
干
拓

で
出
来
上
が
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
菅
原
守
氏
が
昭
和
７
（
１
９
３
２
）

年
に
著
し
た
『
府
中
荘
誌
』で
は
「
道

路
の
両
側
に
松
樹
を
植
え
付
け
、
陸

路
上
り
下
り
の
旅
人
、
殊こ
と
に
諸
侯
の

参
勤
交
代
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
日

陰
と
な
り
、
現
在
の
字あ
ざ
茂
陰
は
殊
に

老
樹
繁
茂
し
」
た
と
こ
ろ
と
記
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
明
治
３
（
１
８
７

０
）
年
の
『
安
芸
国
安
芸
郡
郷
村
帳
』

で
は
府
中
村
に
は
「
往お
う
か
ん
な
み
き

還
並
木
」
が

３
１
６
間
（
約
５
６
８
ｍ
）
あ
っ
た

と
記
し
て
お
り
、
こ
の
辺
り
に
は
松

並
木
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

府
中
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

�

菅　
信
博

見

再

ふ
る
さ
と
ふ
ち
ゅ
う

発

パッと
カンタン！ 朝 君ッパ

問�朝パッ君ネットワーク☎286-3257

かんたんレシピの

鮭のゆず味噌焼き

作り方
①� 鮭に塩を振り、両面を焼く。
② ‌�ゆずの皮をおろし金ですりおろし、

果汁を絞る。
③ ‌�味噌を酒、みりん、水で溶かして

おく。
④ ‌�③を煮立て、砂糖を加えて溶かし、

②を加える。
⑤ ①に④をかける。
⑥ ‌‌�⑤に塩ゆでしたブロッコリーを添

える。

他の白身魚でもおいしいよ！

アレンジしてみてね♪

材料

・鮭（切り身）：４切れ
・塩　　　　　：小さじ１/５
・ゆず（皮）　：少々
・ゆず（果汁）：小さじ１/２
・味噌　　　　：大さじ１
・酒　　　　　：大さじ２/３
・みりん　　　：小さじ１/３
・水　　　　　：大さじ１と１/３
・砂糖　　　　：小さじ２
・ブロッコリー（塩ゆで）：お好みの量

レシピ提供：府中中央小学校

レモンで作ってもおいしい♪

西国街道の道幅の道路、直進すると府中大橋

大通会館

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

図
書
館

消
防
／
ご
み

カ
レ
ン
ダ
ー

ま
ち
の
わ
だ
い

イ
ク
フ
レ

ふ
る
さ
と
ふ
ち
ゅ
う

く
ら
し
の
ガ
イ
ド
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